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か
く
て
四
条
の
大
納
言
殿
は
、
内
の
大
殿
の
上
の
御
事
の
後
は
、
よ
ろ
づ
倦
じ
は
て
給
ひ
て
、
つ
く
づ
く
と
御
お
こ
な
ひ
に
て
過

う
ち

お
ほ
と
の

の
ち

ぐ
さ
せ
給
ふ
。
法
師
と
同
じ
さ
ま
な
る
御
有
様
な
れ
ど
、「

こ
れ
思
へ
ば
あ
い
な
き
こ
と
な
り
。
一
日
に
て
も
出
家
の
功
徳
、
世
に
勝

ひ

と

ひ

す
ぐ

ア

れ

め
で
た
か
ん
な
る
も
の
を
、
今
し
ば
し
あ
ら
ば
、
御
匣
殿
の
御
事
な
ど
出
で
来
て
、
い
と
ど
見
捨
て
が
た
く
、
わ
り
な
き
御

絆

み

く
し
げ
ど
の

い

ほ
だ
し

イ
に
こ
そ
お
は
せ
め
。
さ
ら
ば
、
こ
の
ほ
ど
こ
そ
よ
き
ほ
ど
な
れ
」
と
思
し
と
り
て
、
人
知
れ
ず
さ
る
べ
き
文
ど
も
見
し
た
た
め
、
御
庄

お
ぼ

ふ
み

み
し
や
う

5

の

司

ど
も
召
し
て
、

あ
る
べ
き
事
ど
も
の
た
ま
は
せ
な
ど
し
て
、
な
ほ
今
年
と
思
す
に
、
女
御
の
、
な
ほ
人
知
れ
ず
あ
は
れ
に
心

つ
か
さ

ウ

細
く
思
さ
れ
て
、
「
人
の
心
は
い
み
じ
う
い
ふ
か
ひ
な
き
も
の
に
こ
そ
あ
れ
。
な
ど
て
お
ぼ
ゆ
べ
か
ら
む
」
と
、

い
と
我
な
が
ら
も

エ

く
ち
を
し
う
思
さ
る
べ
し
。
何
ご
と
か
は
あ
る
と
思
し
ま
は
し
つ
つ
、
人
知
れ
ず
御
心
ひ
と
つ
を
思
し
ま
ど
は
す
も
、
い
み
じ
う
あ

は
れ
な
り
。
こ
の
御
本
意
あ
り
と
い
ふ
こ
と
は
、
女
御
殿
も
知
ら
せ
給
へ
れ
ど
、

い
つ
と
い
ふ
こ
と
は
知
ら
せ
給
は
ず
。

ほ

い

オ

か
か
る
ほ
ど
に
、
椎
を
人
の
持
て
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
女
御
殿
の
御
方
へ
奉
ら
せ
給
ひ
け
る
。
御
箱
の
蓋
を
返
し
奉
ら
せ
給
ふ
と
て
、

し
ひ

ふ
た

10

女
御
殿
、

あ
り
な
が
ら
別
れ
む
よ
り
は
な
か
な
か
に
な
く
な
り
に
た
る
こ
の
身
と
も
が
な

カ

と
聞
こ
え
給
ひ
け
れ
ば
、
大
納
言
殿
の
御
返
し
、

奥
山
の
椎
が
本
を
し
尋
ね
来
ば
と
ま
る
こ
の
身
を
知
ら
ざ
ら
め
や
は

も
と

こ

女
御
殿
、
い
と
あ
は
れ
と
思
さ
る
。

第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

※
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
で
す
。
実
際
の
テ
キ
ス
ト
に
こ
の
問
題
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
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15

（
『
栄
花
物
語
』）

〔
注
〕

○
四
条
の
大
納
言
殿
―
―
藤
原
公
任
（
九
六
六
～
一
〇
四
一
）。

き
ん
と
う

○
内
の
大
殿
の
上
の
御
事
―
―
藤
原
教

通
の
室
で
あ
っ
た
公
任
の
娘
の
死
を
指
す
。

の
り
み
ち

○
御
匣
殿
の
御
事
―
―
公
任
の
孫
娘
生
子
が
東
宮
妃
と
な
る
事
。

20

○
さ
る
べ
き
文
ど
も
見
し
た
た
め
―
―
出
家
を
決
意
し
て
領
地
の
地
券
な
ど
の
処
置
を
し
て
。

○
御
荘
の
司
―
―
公
任
の
所
有
す
る
荘
園
の
管
理
人
。

○
女
御
・
女
御
殿
―
―
公
任
の
姉
妹
で
、
花
山
院
女
御
の
諟
子
。

○
椎
―
―
シ
イ
の
木
の
実
。

253035

「
こ
れ
」（
傍
線
部
ア
）
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
、
説
明
せ
よ
。

(一)

内
の
大
殿

（
藤
原
教
通
）

御
匣
殿

（
生
子
）

四
条
の
大
納
言
殿

内
の
大
殿
の
上

（
藤
原
公
任
）

女

御

（
諟
子
）

花
山
院

【
解
答
欄
：

×
１
行
】

13.5
cm
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傍
線
部
イ
・
ウ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

(二)

40

「
い
と
我
な
が
ら
も
く
ち
を
し
う
」（
傍
線
部
エ
と
あ
る
が
、
何
が
「
く
ち
を
し
」
い
の
か
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(三)

傍
線
部
オ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
現
代
語
訳
せ
よ
。

(四)

45

傍
線
部
カ
の
歌
に
つ
い
て
、
一
首
の
大
意
を
述
べ
よ
。

(五)

50

東
京
大
学

文
科
第
２
問

2001 【
解
答
欄
：

×
１
行
】

13.5
cm

【
解
答
欄
：
各

×
１
行
】

13.5
cm

【
解
答
欄
：

×

行
】

13.5
cm

1.5

【
解
答
欄
：

×

行
】

13.5
cm

1.5
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聶
以
道
宰

江
右

一
邑

日
、
有

村
人

早

出

売

菜

、
拾

得

鈔
十
五

で

ふ

い

だ

う

い

ふ

せ

う

＊

タ
リ
シ

二

ノ

ニ一

リ下

ノ

ニ

デ
テ

リレ

ヲ

＿二

シ

＊

錠

、
帰

以

奉

母

。
母
怒

曰
、
「
可

急

速

送
還

」
。

子
弗

＊

ヲ一

リ
テ

テ

ル上
レ

ニ

リ
テ

シ
ト

二

ギ
テ

ヤ
カ
ニ

ス一

（
１
）

レ

従

。
母
曰

、
「

必

如

是

我
須

訴

之

官

」
。
子
曰

、
「
拾
得
之
物
、

ハ

ク

（
ａ
）

ズ

カ
ラ
バ

レ

ク
ノ

シ
トラ

ク
レ

フ二

ヲ

ニ一

ク

送

還

何
人

」
。
母
曰

、
「
但
於

元

拾

処

俟
候

、
定

有

失
主

来

し

こ

う

＿二

ス
ト

ニ
カ

一

ク

テ二

ノ

ヒ
シ

ニ一

セ
バ

メ
テ

ラ
ン
ト

二

ノ

タ
ル

一

5

矣
」
。
子
遂

依

命

携

往

。

ニ

リ
テ

レ

ニ

ヘ
テ

ク

頃
間

、
果

見

尋

鈔

者

。
村
人
本

朴
質

、
竟

不

詰

其

数

、

し

ば

ら

く

つ

ひ

た

だ

シ
テ

シ
テ

ル二
（
２
）

ヌ
ル

レ

ヲ

ヲ一

ヨ
リ

ニ
シ
テ

ニ

シ
テ

レ

サ二

ノ

ヲ一

便

以

付
還

。
傍
観
之
人
、
皆
令

分

取

為

賞

、
失
主

靳

曰

、
「
我

す
な
は

を

チ

テ

ス

ム
レ
ド
モ

二

カ
チ

リ
テ

サ一
レ

ト

＊

シ
ミ
テ

ク

元

三
十
錠

、
今
纔

一
半

、

安
可
賞
之
」
。

争
鬧

不

已

、
相
持

わ

づ

だ

う

や

ハ

ナ
ル
モ

カ
ニ

ナ
リ

（
ｂ
）

＊

シ
テ

レ

マ

シ
テ

至

庁
事

下

。

ル二

＊

ノ

ニ一

四

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
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10

聶
以
道
推

問

村
人

、
其
辞
実

。
又

暗

喚

其

母

審

之

、
合

。

た

だ

＿二

ス
ル
ニ

ヲ一

ナ
リ

（
ｃ
）

ニ

ビ
テ

二

ノ

ヲ一

ス
ニ

レ

ヲ

ス

聶
謂

失
主

曰

、
「
此
非

汝

鈔

。
必

天

賜

賢
母

以

養

老

者

。

ヒ
テ

二

ニ一

ク

ザ
ラ
ン

二

ノ

ニ一

ズ
ヤ

ノ

ヒ
テ

二

ニ一

テ

ハ
シ
ム
ル

レ

ヲ

ナ
リ

若

三
十
錠

、
則

汝

鈔
也
。
可

自

別

尋

去

」
。
遂

給

付

母
子

。
聞

者

シ

ナ
ラ
バ

チ

ノ

シ
ト

二

ラ

ニ

ネ

ル一

ニ

＿二

ス

ニ一

ク

称

快

。

（
ｄ
）

スレ

ト

（
元
の
陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
原
文
の
一
部
を
改
め
た
。）

と
う
そ
う
ぎ

な
ん
そ
ん
て
つ
こ
う
ろ
く

15

＊
聶
以
道
―
―
人
名
。
江
右
（
長
江
中
流
の
南
岸
一
帯
）
の
あ
る
町
の
長
官
を
つ
と
め
る
。

＊
鈔
―
―
紙
幣
。

＊
錠
―
―
全
額
を
あ
ら
わ
す
単
位
。

＊
靳
―
―
惜
し
む
。

20

＊
争
鬧
―
―
言
い
争
う
。

＊
庁
事
―
―
役
所
。

問
一

傍
線
部
（
１
）
「
子
」
、（
２
）
「
尋

鈔
者
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
中
の
別
の
箇
所
で
は
ど
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
か
、

レ

25

そ
の
語
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
代
名
詞
は
除
く
。

問
二

傍
線
部
（
ａ
）
「
必
如

是
、
我
須

訴

之
官

」
を
、
わ
か
り
や
す
く
口
語
訳
し
な
さ
い
。

レ

レ

二

一
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30

問
三

傍
線
部
（
ｂ
）
「
安
可
賞
之
」
を
、
す
べ
て
平
仮
名
を
用
い
て
書
き
下
し
文
（
読
み
下
し
文
）
に
改
め
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部
（
ｃ
）
「
暗
喚

其
母

審

之
、
合
」
を
、
わ
か
り
や
す
く
口
語
訳
し
な
さ
い
。

二

一

レ

35

問
五

傍
線
部
（
ｄ
）
「
称

快
」
と
あ
る
が
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
言
動
に
つ
い
て
「
快
」
と
言
っ
た
も
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

レ

し
な
さ
い
。

40

年
大
阪
大
学
・
文

第
４
問

2000
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